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 住民の代表、 意思 � 決 定 機 関 と し て　

新しい議会 � がスタート
緑川議長、佐川副議長を選出

　任期満了に伴う古殿町議会は、４月３日、新たな顔ぶれでの初議会が開催され、議長・副議長、
各常任委員会などの議会構成が決まりました。

古殿町議会新体制� ◎委員長　〇副委員長

就
任
の
ご
挨
拶

��

議
長  

緑
川　

栄
一   

　
改
選
後
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
な

ど
に
よ
り
、
社
会
経
済
へ
の
影
響
は

甚
大
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
は
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
我
々
議
会
も
、
町
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の

た
め
、
町
執
行
部
と
協
力
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
の
代
表
と
し
て
、
町
民
の
要

望
や
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
と

共
に
、
開
か
れ
た
議
会
、
分
か
り
や

す
い
議
会
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

議　　 長 緑川　栄一

副 議 長 佐川　勇司

総 務 常 任
委 員 会

◎佐藤　弘信
　常盤　浩章
　藁谷　直吉
　佐川　勇司

○矢内　泰吉
　松崎　法通
　木戸　久康

議会だより
編 集 特 別
委 員 会

◎野崎　喜彦
　鈴木　　隆
　松崎　法通

○藁谷　直吉
　常盤　浩章
　緑川　栄一

産 業 建 設
常任委員会

◎野崎　喜彦
　佐藤　一夫
　緑川　栄一

○鈴木　　隆
　岡部　淳一

石川地方生
活環境施設
組 合 議 員

　佐藤　弘信
　岡部　淳一
　佐川　勇司

　

議 会 運 営
委 員 会

◎佐藤　一夫
　鈴木　　隆
　佐藤　弘信

○岡部　淳一
　野崎　喜彦
　矢内　泰吉

須賀川地方
広 域 消 防
組 合 議 員

　常盤　浩章 　

議 会 選 任
監 査 委 員 松崎　法通
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 住民の代表、 意思 � 決 定 機 関 と し て　

新議員の紹介 （任期：令和２年３月31日～令和６年３月30日）

新しい議会 � がスタート
１番

４番

７番

10番

１番２番

５番

８番

11番

１番３番

６番

９番

12番

無
所
属
新

産
業�

54
歳

無
所
属
２
期
目

産
業�

64
歳

無
所
属
４
期
目

総
務�

78
歳

無
所
属
７
期
目

総
務�

69
歳

鈴木　　隆

野崎　喜彦

矢内　泰吉

木戸　久康

無
所
属
新

総
務�

67
歳

無
所
属
２
期
目

総
務�

68
歳

無
所
属
５
期
目

産
業�

65
歳

無
所
属
４
期
目

総
務�

61
歳

常盤　浩章

藁谷　直吉

佐藤　一夫

佐川　勇司

無
所
属
新

総
務�

69
歳

無
所
属
４
期
目

総
務�

59
歳

日
本
共
産
党
５
期
目

産
業�

68
歳

無
所
属
３
期
目

産
業�

60
歳

松崎　法通

佐藤　弘信

岡部　淳一

緑川　栄一
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Q 

区
長
委
託
料
の
内
訳
は
。

Ａ　

各
行
政
区
の
世
帯
数

（
７
９
０
円
／
世
帯
）、
面
積

（
４
７
８
０
円
／
㎢
）、
平
等

割
（
21
万
５
千
円
）
で
金
額

を
算
定
し
て
い
ま
す
。

Q 

道
の
駅
整
備
検
討
委
員

会
の
委
員
は
ど
う
い
っ
た
人

を
検
討
し
て
い
る
か
。

A 

現
在
の
と
こ
ろ
固
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
建
設
事
務

所
、
農
業
普
及
所
、
Ｊ
Ａ
、

商
工
会
、
生
産
者
、
団
体
、

学
識
経
験
者
等
の
方
を
入
れ

て
組
織
し
、
実
の
あ
る
も
の

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

を
町
の
１
つ
の
売
り
と
す
る

た
め
、
何
か
考
え
て
い
る
こ

３ 月 定 例 会

　
３
月
定
例
会
は
２
月
28
日
か
ら
３
月
４
日
ま
で
、
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
を
始
め
、
条
例
の

改
正
や
、
教
育
長
の
人
事
案
件
を
含
む
26
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
４
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度一般
会
計
予
算

審
議
議
案

と
は
あ
る
か
。

A 

作
品
を
一
堂
に
集
め
て

展
示
す
る
よ
う
な
施
設
を
作

る
こ
と
も
必
要
で
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

Q 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
補
助
金
１
０
０
万
円
に

つ
い
て
、
引
き
上
げ
の
要
望

は
な
い
か
。
ま
た
、
仕
事
の

増
減
は
あ
る
の
か
。

A 

要
望
は
入
っ
て
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
仕
事
量
や
登
録
者

数
の
極
端
な
増
減
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

Q 

敬
老
者
記
念
品
の
座
布

団
に
つ
い
て
、
座
布
団
以
外

の
も
の
が
良
か
っ
た
と
い
う

声
は
な
か
っ
た
か
。

A 

そ
う
い
っ
た
声
は
毎
年

い
た
だ
い
て
お
り
、
次
年
度

は
商
品
券
に
す
る
予
定
で
す
。

Q 

人
工
透
析
交
通
費
の
支

給
に
つ
い
て
、
ど
こ
の
病
院

に
通
っ
て
い
る
方
が
多
い
の

か
。A 

８
名
に
支
給
し
て
お
り

須
賀
川
、
白
河
、
い
わ
き
市

の
病
院
に
通
わ
れ
て
お
り
ま

す
。Q 

こ
ど
も
園
裏
山
全
体
の

工
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
こ
の
よ
う
な
災
害
の
解

消
は
で
き
る
と
考
え
て
い
い

か
。A 

工
事
内
容
は
、
掘
削
と

土
砂
運
搬
、
の
り
面
の
整
型
、

擁
壁
で
す
。
工
事
に
よ
り
安

定
勾
配
に
な
る
の
で
、
概
ね

安
定
し
た
山
の
形
に
な
る
の

か
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

Q 
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
は
ど
の
範
囲
ま
で
入
れ
る

の
か
。

A 

基
本
的
に
は
土
砂
災
害

警
戒
区
域
と
浸
水
が
想
定
さ

れ
る
区
域
を
表
示
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Q 

有
害
鳥
獣
関
係
の
補
助

金
で
、
昨
年
度
ま
で
と
内
容

に
変
更
は
あ
る
か
。

A 

新
し
い
項
目
と
し
て
、

指
定
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
補

助
金
が
で
き
、
内
容
は
ハ
ク

ビ
シ
ン
、
ア
ナ
グ
マ
、
狸
に

つ
い
て
、
猟
友
会
に
入
っ
て

い
る
町
内
の
方
が
捕
獲
し
た

場
合
、
国
か
ら
の
交
付
金
千

円
に
、
町
か
ら
の
補
助
２
千

円
を
上
乗
せ
し
て
、
１
頭
あ

た
り
３
千
円
の
補
助
を
す
る

も
の
で
す
。
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

Q 

Ｑ　
農
業
次
世
代
人
材

育
成
投
資
事
業
／
担
い
手
づ

く
り
総
合
支
援
事
業
の
内
容

は
。A 

農
業
次
世
代
人
材
育
成

投
資
事
業
は
、
新
規
就
農
者

に
対
し
、
国
か
ら
年
間
１
５

０
万
円
を
５
年
間
い
た
だ
け

る
事
業
で
す
。
担
い
手
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
は
、
国
庫

補
助
金
で
、
農
業
用
機
械
を

購
入
す
る
場
合
、
そ
の
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。

Q 

や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ
に
、

24
時
間
避
難
所
と
な
っ
て
も

大
丈
夫
な
よ
う
に
、
ま
た
、

公
式
大
会
中
に
停
電
と
な
り

デ
ー
タ
が
消
え
て
し
ま
う
こ

と
の
な
い
よ
う
、
予
備
電
源

を
今
年
中
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
。

A 

新
年
度
予
算
に
は
計
上

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
設
置

に
向
け
て
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

７億６千45万円
万円の予算を可決

疑
質
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令
和
２
年
度

古
殿
町
簡
易
水
道
特
別
会
計

審
議
議
案

令和２年度予算

高齢者関連施設整備に
総額５６億５，４００

賛　成

野崎
藁谷
緑川
鈴木（一）
佐藤（弘）
矢内
鈴木（昭）
木戸
関根
佐川

反　対

岡部

賛　成

緑川
鈴木（一）
佐藤（弘）
矢内
鈴木（昭）
木戸
関根
佐川

反　対

野崎
藁谷
岡部

賛
成 

１０

反
対 

1

採
決

可
決

賛
成 

８

反
対 

３

採
決

可
決

　
一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
戻
れ
る
よ
う

石
川
地
方
管
内
の
雇
用
問
題
を
一
本
化
し

た
窓
口
が
必
要
。
ま
た
、
高
校
生
へ
の
通

学
費
助
成
、
給
食
費
無
料
化
に
伴
う
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
は
す
ぐ
に
実
施
す
べ
き
。
以

上
の
観
点
か
ら
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
予
算
総
額
56
億
５
４
０
０
万
円
と
前
年

度
よ
り
６
億
５
６
０
０
万
円
増
加
し
て
お

り
、
中
身
と
し
て
は
新
た
な
コ
ス
モ
ス
荘

の
建
設
や
高
齢
者
居
住
施
設
の
整
備
、
昨

年
の
台
風
災
害
の
復
旧
事
業
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

賛
成

論
討

　
町
簡
易
水
道
事
業
は
、
町
民
に
飲
料
水
を
提
供
す
る

た
め
の
大
切
な
事
業
で
あ
り
、
施
設
の
維
持
管
理
を
含

め
た
重
要
な
予
算
措
置
で
あ
り
ま
す
。
速
や
か
な
予
算

成
立
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

賛
成

　
飲
み
水
に
こ
と
か
く
人
に
支
援
す
る
の
は
当
然
の
こ

と
。
こ
の
予
算
に
そ
れ
を
含
む
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
観

点
か
ら
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

論
討

疑
質

会 計 区 分 予　算　額 採決の結果

一　般　会　計 ５６億５，４００万円 原案可決（10 対１）

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 ５億６，０８３万円 原案可決（10 対１）

簡 易 水 道 １億 5，583 万円 原案可決（8 対 3）

農業集落排水事業 7，１２０万円 原案可決（全員賛成）

林業集落排水事業 １，８７７万円 原案可決（全員賛成）

介  護  保  険 ７億５，７５４万円 原案可決（全員賛成）

後 期 高 齢 者 医 療 ６，２４４万円 原案可決（全員賛成）

宅 地 造 成 事 業 ４１万円 原案可決（全員賛成）

合　　計 ７２億８，１０２万円

会
計
予
算
と
採
決
結
果

（
１
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

Q 

予
算
が
前
年
比
で
３
･
２
％
減
額
さ
れ
て
い
る
要
因
は
。

A 

公
債
費
償
還
分
で
す
。
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1

会計予算主な事業
0　　　　　　　　  10％　　　　　 　 　20％　　　　　　　　30％　　　　　 　　40％

３ 月 定 例 会

町税　（9％）
5億913万円

国県支出金　（10.1％）
5億6,873万円

繰越金　（0.9％）
5,000万円　

使用料等　（0.6％）
3,247万円

譲与税等　（3.7％）
2億1,114万円

繰入金　（17.6％）
9億9,703万円

地方債　（18.8％）
10億6,360万円

その他　（1.2％）
6,600万円　

地方交付税　（38.1％）
21億5,590万円

公共土木施設災害復旧事業

道の駅拡張基本計画作成委託

１億3,800万円

２,500万円歳入合計
56億5,400万円
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令 和 ２ 年 度 一 般
� 20％　　　　　         　15％　         　　　　 10％　　　　          　　５％　　　　   　　　　  ０

教育費　（8.3％）
4億7,115万円

公債費　（11.4％）
6億4,405万円

土木費　（11.4％）
6億4,742万円

衛生費　（8.8％）
4億9,497万円

予備費　（0.3％）
1,586万円

労働費　（0.0％）
6万円

災害復旧費　（2.4％）
1億3,801万円

農林水産業費　（9.9％）
5億5,934万円

消防費　（2.9％）
1億6,401万円

議会費　（1.4％）
7,769万円

商工費　（1.0％）
5,639万円

民生費　（32.8％）
18億5,418万円

総務費（11.2％）
５億6,207万円

介護事業所「コスモス荘」整備事業

※小数点以下を端数処理しています。

こども園法面復旧事業

４億7,000万円

２億円 歳出合計
56億5,400万円



ふるどの議会だより　第151号
令和２年４月20日発行 8

賛　成

野崎
藁谷
緑川
鈴木（一）
佐藤（弘）
矢内
鈴木（昭）
木戸
関根
佐川

反対

岡部

条例 ・予算 ・人事案件　
　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
令
和
元
年

支
給
の
期
末
手
当
を
０
･
０
５
月
分
引
き
上

げ
る
も
の
。

　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
令
和
元
年

支
給
の
期
末
手
当
を
０
･
０
５
月
分
引
き
上

げ
る
も
の
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
３
１
６
万
６

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
54
億
５
３
４
６
万

８
千
円
と
す
る
も
の
。

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
台
風
19
号
に
よ
る
災

害
復
旧
工
事
に
係
る
補
助
金
・
工
事
費
の
増

額
補
正
が
主
な
も
の
。

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
元
年
度
古
殿
町

一般
会
計
第
６
次
補
正
予
算

審
議
議
案

審
議
議
案

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末

手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

審
議
議
案

　
景
気
が
下
降
し
、
消
費
税
が
10
％
に
上
が
っ
て
生

活
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
状

況
の
中
で
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
の
は
町
民
の
理

解
を
得
ら
れ
な
い
も
の
と
思
い
、
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 
議
員

反
対

　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
引
き
上
げ
分
を
期

末
手
当
に
配
分
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
沿
っ
て
実
施
し
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

賛
成 論

討

　
町
の
経
済
状
況
は
下
降
し
て
お
り
、
町
民
生
活
は

大
き
く
負
担
を
生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
状
況

の
中
で
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
の
は
町
民
の
理
解

を
得
ら
れ
な
い
も
の
と
思
い
、
反
対
し
ま
す
。

岡
部
淳
一 

議
員

反
対

　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
引
き
上
げ
分
を

期
末
手
当
に
配
分
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
沿
っ
て
実
施
し
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
し
ま
す
。

緑
川
栄
一 

議
員

賛
成 論

討

疑
質Q 

立
木
売
払
い
収
入
１
４
０
０
万
円
は
ど
こ
の

立
木
を
売
り
払
っ
た
分
か
。

A 

鎌
田
字
沢
の
国
有
林
の
分
収
木
で
、
２
件
分
で

す
。Q 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金
返
還
金

１
４
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
こ
の
大
き
な
額
は
な

ぜ
返
還
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
そ
の
負
担
金
は
誰

か
ら
集
め
た
も
の
か
。

A 

算
定
は
県
の
広
域
連
合
会
が
行
い
、
町
が
負
担

金
を
支
払
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
概
算
で
支
出
し

た
も
の
で
、
金
額
が
確
定
す
る
の
は
２
年
後
で
あ
る

た
め
、
今
回
そ
の
差
額
の
返
還
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

全
員
賛
成

採
決

可
決

賛
成 

９

反
対 

２

採
決

可
決

賛
成 

10

反
対 

１

採
決

可
決

賛　成

野崎
藁谷
緑川
鈴木（一）
佐藤（弘）
矢内
鈴木（昭）
関根
佐川

反対

岡部
木戸
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　可　決　し　た　主　な

　
提
出
し
た
意
見
書

◎‌�

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期

発
効
を
求
め
る
意
見
書

　
　
発
議
者
　
緑　
川　
栄　
一　
議
員

　
　
賛
成
者
　
鈴　
木　
一　
郎　
議
員

 
全
員
賛
成

採
決

可
決

教
育
長
の
選
任
に
同
意

渡邊　宏文　氏
住所　石川町字王子平
任期　令和４年３月31日

副
町
長
の
選
任
に
同
意

桑原　　論　氏
住所　東京都荒川区
任期　令和６年３月31日

人
事
案
件

学
校
医
等
の
報
酬
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

◎�

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
、
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
非
常
勤
の
特
別
職
で
あ
る
学
校
医
及
び
学

校
歯
科
医
等
に
つ
い
て
、
そ
の
報
酬
支
給
額

を
１
校
当
た
り
の
年
額
と
１
人
当
た
り
の
人

員
割
り
に
よ
る
支
給
に
見
直
す
も
の
。

学
校
医
等
の
報
酬
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

「
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
」
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

◎
古
殿
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例

　
森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
金

額
を
積
み
立
て
、
古
殿
町
の
森
林
整
備
及
び

そ
の
促
進
に
関
す
る
事
業
の
費
用
に
充
て
る

た
め
、
新
た
に
「
古
殿
町
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
」
を
創
設
す
る
も
の
。

　
3
月
26
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

「
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
」
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

「
横
川
第
四
線
」
が
町
道
に
認
定
さ

れ
ま
す
。

◎
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
町
民
体
育
館
と
消
防
署
古
殿
分
署
の
間
の

路
線
で
あ
る
「
横
川
第
四
線
」
に
つ
い
て
、

改
良
工
整
備
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
新
た

に
町
道
に
認
定
す
る
た
め
、
道
路
法
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

「
横
川
第
四
線
」
が
町
道
に
認
定
さ

れ
ま
す
。

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
登

録
・
更
新
に
手
数
料
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◎�

古
殿
町
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
つ
い
て
、
５
年
ご
と
の
更
新

手
続
き
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
数

料
を
定
め
る
も
の
。

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
登

録
・
更
新
に
手
数
料
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
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常任委員会の活動
　
総
務
常
任
委
員
会
は
、
令
和
２
年
度

当
初
予
算
に
つ
い
て
担
当
課
長
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
請
願
１
件
を
審
議
し
、
採

択
し
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
に
行
わ
れ
た
議
会

全
員
協
議
会
で
は
、
令
和
２
年

度
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
町
執

行
部
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
来
年
度

事
業
を
予
定
し
て
い
る
「
道
の
駅
ふ
る

ど
の
」
の
施
設
整
備
事
業
及
び
旧
論
田

小
学
校
跡
地
に
計
画
さ
れ
て
い
る
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
関
係
に
つ
い
て
、
担
当
課

長
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

総務常任委員会の様子

産業建設常任委員会の様子

総
務
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

令和２年度　主な新規事業
� 単位：千円

事　　業　　名 事業費 内　　　　容

こども園法面復旧事業 200,000 台風 19 号に伴うこども園
法面復旧工事

公共土木施設災害復旧事業 108,000 台風 19 号に伴う河川災害

ネットワーク環境施設整備事業 38,900 古殿小・中学校校内無線
LAN 整備

一般単独災害復旧事業 30,000 台風 19 号に伴う道路災害
町道中井線（中井橋ほか） 17,000 橋梁点検（42 橋）
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一
般
質
問

町政に
生かす

　
一
般
質
問
は
、
３
月
３
日
に
４
人
の
議
員
が
８
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を

要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

町の考えを
ただす

緑川　栄一　議員 � ���������12
　⑴　…令和２年度の重点主要事業は

野崎　喜彦　議員 � ���������13
　⑴　�…高水準を目指した学習環境づくりの推進に

ついて
　⑵　�…移住・定住促進強化対策への取り組みにつ

いて

藁谷　直吉　議員 � ���������14
　⑴　高齢者支援について
　⑵　シニア世代婚活について

岡部　淳一　議員 � ���������15
　⑴　…台風被災後の復旧状況と更なる今後の対策
　⑵　…町として取り組むべき飲料水問題
　⑶�　…みんながいつも元気でいられる活気あふれ

る町づくり

町政を質す

一 般 質 問一 般 質 問

町民の声を
伝える
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一 般 質 問一 般 質 問

緑
みどり

川
かわ

　栄
えい

一
いち

 議員

や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ
は
、
非
常
用
発
電

設
備
に
つ
い
て
設
置
す
べ
く
検
討
中町

長

町
長　
去
る
２
月
20
日
に
条

件
付
き
一般
競
争
入
札
を
実

施
し
、
仮
契
約
を
締
結
い
た

し
ま
し
た
。
今
議
会
に
契
約

に
つ
い
て
の
議
案
が
上
程
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
意

を
得
ま
し
た
な
ら
契
約
の
後

10
月
下
旬
を
工
期
と
し
て
本

体
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で

す
。

緑
川　
大
豆
栽
培
促
進
事
業

の
栽
培
面
積
及
び
、
10
ア
ー

ル
当
た
り
の
所
得
は
。

町
長　
令
和
２
年
度
に
つ
き

ま
し
て
は
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

令
和
２
年
度
の
重
点
主
要
事
業
は

　
岡
部
町
政
も
５
期
目
の
２

年
目
と
な
り
ま
す
。
公
約
に

掲
げ
ら
れ
た
、
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
豊
か
な
こ
こ
ろ

を
持
つ
ひ
と
づ
く
り
、
健
や

か
で
生
き
が
い
の
あ
る
く
ら

し
づ
く
り
、
安
心
で
安
全
な

町
づ
く
り
、
自
然
の
恵
み
を

活
か
し
た
産
業
づ
く
り
等
が

施
行
さ
れ
る
令
和
２
年
度
主

要
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。　

緑
川　
介
護
事
業
施
設
「
コ

ス
モ
ス
荘
」
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

予
定
し
、
所
得
に
つ
い
て
は

最
大
６
万
７
千
円
の
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。

緑
川　
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
に
お
け
る
、
ふ
る
ど

の
東
地
区
の
始
点
・
終
点
箇

所
の
延
長
計
画
は
。

町
長　
現
在
工
事
を
行
っ
て

お
り
ま
す
農
道
荷
市
場
・
古

内
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
始

点
が
荷
市
場
地
内
の
鎌
倉
岳

入
口
交
差
点
、
終
点
が
古
内

地
内
の
県
道
三
株
下
市
萱
小

川
線
の
交
差
点
ま
で
で
あ
り

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

緑
川　
三
株
高
原
に
お
け
る

観
光
創
生
計
画
は
。

町
長　
現
在
中
山
間
総
合
整

備
事
業
に
よ
り
駐
車
場
、
遊

歩
道
等
を
県
が
整
備
し
て
お

り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
等
そ

の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

当
該
地
に
お
い
て
風
力
発
電

の
計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
事
業
等
を
見
据
え
て
地

元
と
協
議
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
旧
保
育
所
跡
地
に
お

け
る
宅
地
造
成
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

町
長　
現
在
、
測
量
調
査
設

計
業
務
を
実
施
し
て
お
り
ま

バイオガス発電所が計画されている旧論田小跡地

す
が
、
来
年
度
に
繰
越
と
な

る
た
め
、
今
議
会
に
お
い
て

繰
越
明
許
費
（
※
）
を
上
程

し
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
旧
論
田
小
学
校
跡
地

に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

計
画
は
。

町
長　
２
月
８
日
に
論
田
地

区
に
お
い
て
説
明
会
を
開
催

し
、
お
お
む
ね
事
業
内
容
の

了
承
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら

具
体
的
な
事
業
推
進
に
む
け

て
発
電
事
業
者
と
協
議
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

緑
川　
中
学
校
通
学
路
に
お

け
る
安
全
確
保
と
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
・
定
期
バ
ス
の
運
行

状
況
は
。

教
育
長　
今
年
度
に
お
い
て

暫
定
的
に
す
す
め
て
い
ま
し

た
横
川
、
中
学
校
入
口
か
ら

の
登
下
校
を
令
和
２
年
度
に

お
い
て
も
継
続
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期

バ
ス
３
路
線
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
７
路
線
で
児
童
生
徒
の
安

全
な
通
学
を
援
助
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

緑
川　
小
中
学
校
に
お
け
る

地
域
の
課
題
解
決
等
に
取
り

組
む
事
業
の
実
施
計
画
は
。

教
育
長　
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
中
で
今
後
も
工
夫
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

緑
川　
台
風
19
号
豪
雨
に
よ

り
避
難
所
と
な
っ
た
や
ぶ
さ

め
ア
リ
ー
ナ
の
改
修
計
画
は
。

町
長　
避
難
所
と
し
て
開
設

し
て
い
た
際
、
停
電
と
な
り

冷
暖
房
、
照
明
な
ど
が
使
用

出
来
な
か
っ
た
事
を
踏
ま
え

非
常
用
発
電
設
備
に
つ
い
て

は
、
設
置
す
べ
く
、
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

※
繰
越
明
許
費
と
は

　
歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち

そ
の
性
質
上
又
は
予
算
成
立

後
の
事
由
に
基
づ
き
年
度
内

に
そ
の
支
出
を
終
わ
ら
な
い

見
込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
予
算
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
経
費
を
繰
越
明

許
費
と
い
う
。（
地
方
自
治

法
よ
り
）
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国
づ
く
り
の
基
本
は
教
育

で
あ
り
、
正
し
く
「
教
育
は

国
家
百
年
の
大
計
」
と
い
わ

れ
る
所
以
が
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。

　

我
が
町
で
も
、「
深
い
郷

土
愛
を
持
っ
た
社
会
に
資
す

る
人
材
を
育
成
す
る
」
と
い

う
教
育
基
本
理
念
の
も
と
、

情
報
化
、
国
際
化
な
ど
に
も

柔
軟
に
対
応
で
き
る
学
校
教

育
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
英
語
教
育
は
、
石
川
地

方
の
中
に
あ
っ
て
は
群
を
抜

い
た
高
水
準
の
教
育
環
境
を

確
保
し
て
い
る
と
称
賛
を
受

け
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
促
進
強
化
対
策
へ
の

取
り
組
み
は

観
光
資
源
を
生
か
し
た
体
験
型

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い

町
長

　

小
学
校
の
英
語
教
育
は
、

２
０
１
８
年
か
ら
の
移
行
措

置
を
終
え
、
今
年
４
月
か
ら

「
外
国
語
活
動
」
と
し
て
必

修
化
さ
れ
ま
す
。

野
崎　
「
第
７
次
振
興
計
画
」

の
教
育
分
野
の
新
た
な
目
標

は
。

教
育
長　
継
承
す
る
形
で
進

め
る
考
え
で
す
。

野
崎　
「
外
国
語
活
動
」
の

主
た
る
目
的
は
。

教
育
長　
外
国
語
を
通
じ
て

言
語
や
文
化
の
体
験
的
な
理

解
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う

こ
と
で
す
。

野
崎　
「
外
国
語
活
動
」
を

進
め
る
う
え
で
の
課
題
は
。

教
育
長　
指
導
す
る
教
師
が

不
足
し
て
い
ま
す
。

野
崎　
小
学
校
の
漢
字
検
定

と
英
語
検
定
の
補
助
は
継
続

す
る
の
か
。

教
育
長　
継
続
し
て
い
く
考

え
で
す
。

小学校英語教育の授業
　
令
和
元
年
の
全
国
の
子
ど

も
の
出
生
数
は
、
86
万
４
千

人
で
90
万
人
を
割
り
過
去
最

少
と
な
っ
た
。
当
町
で
も
、

前
年
度
の
出
生
数
は
22
人

だ
っ
た
が
、
昨
年
４
月
か
ら

今
年
の
１
月
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
の
数
は
16
人
と
、

前
年
を
下
回
る
出
生
数
と
な

る
こ
と
が
確
実
な
状
況
で
す
。

　
新
年
度
も
、
移
住
・
定
住

促
進
に
向
け
た
予
算
が
継
続

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

実
効
性
を
確
保
し
確
実
な
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
取
り
分
け
、
少

子
高
齢
化
は
全
国
的
な
傾
向

で
は
あ
る
も
の
の
、
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
明

日
の
古
殿
の
存
亡
に
か
か
わ

る
町
政
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
。

野
崎　
「
移
住
者
」
を
受
け

入
れ
る
体
制
づ
く
り
は
。

町
長　
子
育
て
・
住
宅
支
援

な
ど
で
一
定
の
受
け
入
れ
体

制
は
整
っ
て
い
ま
す
。

野
崎　
移
住
・
定
住
を
促
進

す
る
う
え
で
の
住
宅
環
境
整

備
は
。

町
長　
対
策
事
業
を
継
続
し

今
後
の
宅
地
分
譲
で
も
そ
の

促
進
が
図
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

野
崎　
「
空
き
家
」
調
査
は

い
つ
実
施
す
る
の
か
。

町
長　
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

野
崎　
交
流
人
口
拡
大
事
業

の
進
捗
と
目
標
は
。

町
長　
町
民
を
主
体
と
し
て

観
光
資
源
を
活
か
し
た
体
験

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

野
の

崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

高
水
準
を
目
指
し
た
学
習
環
境
づ
く
り
を

小
学
校
の
英
語
教
員
を
補
充
し
た
い

教
育
長

野
崎　
英
語
教
育
の
町
独
自

の
取
り
組
み
・
目
標
と
す
る

も
の
は
。

教
育
長　
小
学
校
で
の
英
語

教
員
の
不
足
を
補
い
、
国
の

目
標
達
成
へ
の
環
境
づ
く
り

に
努
力
し
ま
す
。
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運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
足

の
確
保
を
支
援
す
る
考
え
は

世
話
好
き
、
お
せ
っ
か
い
の
仕

組
み
を
作
る
べ
き

よ
り
良
い
移
動
支
援
の
方
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す

町
長

現
在
の
婚
活
事
業
の
拡
大
を
図

り
ま
す

町
長

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

　
交
通
の
不
便
な
地
域
で
車

を
持
た
な
い
交
通
弱
者
は
、

へ
き
地
バ
ス
、
福
祉
バ
ス
に

乗
り
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、

役
場
、
農
協
、
お
ふ
く
ろ
の

駅
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
用
事

に
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

て
い
る
高
齢
者
も
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
を
質
問

し
ま
す
。

藁
谷　
役
場
通
路
に
あ
る
待

合
イ
ス
の
周
り
に
、
つ
い
た

て
の
よ
う
な
囲
い
な
ど
し
て

バ
ス
利
用
す
る
高
齢
者
を
風

な
ど
か
ら
守
る
べ
き
と
思
う

が
考
え
は
。

町
長　
風
が
強
い
日
は
、
役

場
内
の
ロ
ビ
ー
や
町
長
談
話

室
を
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
高
齢
者
に
対
し
、

足
の
確
保
に
つ
い
て
支
援
す

る
考
え
は
。

町
長　
今
年
度
、
地
域
交
通

最
適
化
に
向
け
た
支
援
業
務

を
委
託
し
た
と
こ
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢

者
へ
の
よ
り
良
い
移
動
支
援

の
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

役場前でバスを待つ利用者

　
町
は
、
少
子
高
齢
社
会
に

入
り
、
年
々
、
人
口
減
少
し

て
い
く
状
況
で
あ
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
世
代
の
40
歳
代
か
ら

60
歳
代
の
独
身
男
性
が
数
多

く
い
ま
す
。
若
い
世
代
ば
か

り
で
な
く
、
シ
ニ
ア
世
代
の

40
歳
代
以
上
の
独
身
男
女
を

支
援
し
て
、
少
し
で
も
人
口

減
少
を
止
め
、
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

藁
谷　
町
に
は
、
40
代
か
ら

60
代
ま
で
の
独
身
者
は
何
人

く
ら
い
い
る
と
推
定
さ
れ
る

か
。

町
長　
平
成
27
年
の
国
勢
調

査
の
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、

40
代
か
ら
60
代
ま
で
、
男
性

２
４
９
名
人
、
女
性
41
人
の

合
計
２
９
０
人
が
未
婚
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
町
に
、
婚
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や
婚
活
サ
ポ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
か
ら
、
現

在
ま
で
、
何
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
結
婚
ま
で
結
び
つ
い
た
か
。

町
長　
平
成
26
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
石
川
地
方

町
村
広
域
連
携
事
業
「
石
川

コ
ン
」
に
お
い
て
カ
ッ
プ
ル

と
な
ら
れ
ま
し
た
古
殿
町
の

方
は
、
33
組
お
り
、
そ
の
う

ち
５
組
の
方
が
結
婚
し
て
お

り
ま
す
。

藁
谷　
シ
ニ
ア
世
代
に
、
婚

活
サ
ポ
ー
ト
支
援
や
交
流
機

会
を
支
援
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

町
長　
そ
の
よ
う
な
考
え
の

基
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し

派
生
し
た
結
果
が
、
石
川
コ

ン
及
び
古
殿
コ
ン
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

藁
谷　
「
世
話
好
き
、
お
せ
っ

か
い
」
を
す
る
結
婚
仲
人
を

募
集
育
成
し
結
婚
に
結
ぶ
仕

組
み
を
作
る
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
は
。

町
長　
現
在
の
婚
活
事
業
の

効
果
が
一
定
程
度
現
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
事
業
の

進
捗
、
拡
大
を
図
る
事
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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河川堆砂除去の様子（鮫川）

　
台
風
19
号
で
被
災
し
た
状

況
下
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援

策
が
講
じ
ら
れ
、
ど
う
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
、
町
民
に

と
っ
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
次

の
点
を
伺
い
ま
す
。

岡
部　
見
舞
金
支
給
、
税
金
、

医
療
、
介
護
、
住
宅
対
策
な

ど
被
害
時
に
適
用
さ
れ
る
支

援
内
容
で
、
我
が
町
が
対
応

し
た
こ
と
は
何
か
。

町
長　
り
災
給
付
金
の
支
給
、

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
後

期
高
齢
、
介
護
保
険
料
の
減

免
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
保
険
被
保
険
者
及
び

介
護
保
険
利
用
者
療
養
等
に

か
か
る
一部
負
担
金
免
除
を

行
い
ま
し
た
。
住
宅
の
応
急

修
理
で
２
件
の
申
請
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
町
の
独
自

策
と
し
て
、
農
地
等
の
土
砂

撤
去
へ
の
助
成
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

岡
部　
現
在
工
事
中
及
び
今

後
予
定
し
て
い
る
箇
所
は
。

町
長　
災
害
査
定
を
受
け
た

箇
所
と
し
て
、
町
道
と
河
川

が
21
箇
所
、
農
地
５
箇
所
、

林
道
16
箇
所
、
一般
災
害
と

し
て
町
道
７
箇
所
、
農
道
１

箇
所
に
つ
い
て
工
事
発
注
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

維
持
補
修
、
機
械
借
上
工
事

と
し
て
約
70
箇
所
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

岡
部　
県
が
対
応
す
る
工
事

は
。

町
長　
道
路
及
び
河
川
で
27

件
で
す
。

岡
部　
個
人
で
復
旧
し
た
箇

所
は
。

町
長　
補
助
金
の
交
付
申
請

は
37
件
あ
り
、
支
出
済
み
は

台
風
被
災
後
の
復
旧
状
況
と
更
な
る
今
後
の
対
策

今
後
も
必
要
に
応
じ
対
応
し
て
い
き
た
い

町
長

町
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
飲
料
水
問
題

大
事
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す

町
長

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
い ち

 議員

14
件
で
す
。

岡
部　
河
川
堆
砂
除
去
に
つ

い
て
、
今
後
の
町
の
対
応
は
。

町
長　
県
管
理
河
川
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。
町
管
理
河
川
に

つ
い
て
は
、
堆
積
し
た
土
砂

の
撤
去
を
一
部
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

・「�

み
ん
な
が
い
つ
も
元
気

で
い
ら
れ
る
活
気
あ
ふ

れ
る
町
づ
く
り
」
に
つ

い
て
の
質
問
も
行
い
ま

し
た
。

佐
飲
料
水
問
題
が
鎌
田
明
内

地
内
に
発
生
し
、
請
願
が
出

さ
れ
る
と
と
も
に
議
論
が
続

い
て
い
ま
す
。
住
民
要
望
を

実
現
す
る
の
が
町
政
の
福
祉

の
在
り
方
で
は
な
い
か
と
の

観
点
か
ら
質
問
し
ま
す
。

岡
部　
本
管
の
延
長
は
ど
う

し
て
で
き
な
い
の
か
。

町
長　
で
き
な
い
と
い
う
事

で
は
な
く
、
す
で
に
完
了
し

て
い
る
と
の
認
識
で
す
。

岡
部　
確
認
さ
れ
た
現
況
の

中
で
、
本
管
で
は
な
く
必
要

な
水
量
分
の
支
線
の
延
長
は

で
き
な
い
の
か
。

町
長　
水
道
を
引
く
場
合
は

本
管
及
び
給
水
管
か
ら
、
個

人
で
取
り
出
し
を
行
っ
て
も

ら
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
部　
飲
料
水
に
こ
と
か
く

状
況
へ
の
対
策
は
、
住
民
生

活
を
守
る
町
と
し
て
対
応
す

べ
き
最
も
大
事
な
こ
と
で
は

な
い
の
か
。

町
長　
大
事
で
あ
る
事
は
十

分
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
考

え
の
も
と
、
取
り
組
ん
で
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
町
は
住
民
と
し
っ
か

り
し
た
話
し
合
い
の
場
を

も
っ
た
の
か
。

町
長　
そ
の
都
度
、
説
明
は

行
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

岡
部　
そ
こ
ま
で
が
町
、
そ

こ
か
ら
が
住
民
と
い
う
問
題

で
は
な
く
、
住
み
や
す
い
・

や
さ
し
い
町
に
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
が
考
え
は
。

町
長　
そ
の
よ
う
な
考
え
の

も
と
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、一定
程
度

の
住
民
の
負
担
も
ま
た
、
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。



ふるどの議会だより　第151号
令和２年４月20日発行 16

議会だより編集特別委員会

　議会の改選に伴い議会の審議・活動状況を広く町民の皆様にお知らせす
る議会だより編集特別委員会委員に選任されました。
　年４回（４月、７月、10月、１月）町民の皆さんにわかりやすい議会だよ
り編集に努めて参りますので、４年間よろしくお願いいたします。
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Q　平成29年３月一般質問から
図書館を土日開館する考えはテーマ

A　町長答弁

　町民は図書館を土日開館してほしいと希望しています。開館する考えは。

　利用者の実態を把握し、実情に沿った開館の検討を考えております。

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.49

平成30年度４月から日曜日開館しました。
平成30年度の日曜日利用者　200名
平成31年度の日曜日利用者　395名

（2/23現在）

その後の
対　　応

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

日曜も開館しているよ。
ぜひ活用してね。
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み ん な の ペ ー ジ

＊�施設名の由来、ポイントはなんですか？

＊�いつからオープンしましたか？

＊�どういうきっかけで始めることになりまし
たか？

＊�これからどのようにしていきたいですか？

　商工会に勤務していて、知名度がある商工会の「やすみ
なん処」を使用させて頂きました。

　令和２年１月25日、工事が完成してお客さまをお迎え
しています。

　バスで道の駅を利用する高齢者の皆さんが、帰りのバス時間までコインランドリーで過ごす姿を見か
けて、心を痛めていました。「町民の皆さんが気軽に、楽しく交流出来る場所」の必要性を感じ、商工
会に臨時職員として無料休憩所の運営に携わっていた経験を活かし、自宅敷地内にオープンしました。
お茶・お菓子等用意してある他、小物を販売しています。お待ちしております。

　福祉バス利用者の皆さんにご利用いただくために、声掛けを行い、町民の皆さん誰もが気軽に寄って
頂ける、憩いの場所としていきたいです。
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議会を傍聴してみませんか

Ｎｏ.42

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

６月中旬

今回紹介するのは、「やすみなん処・峰」 さんです。 

【やすみなん処・峰】のログハウスの外観
（水道・トイレ完備）

【やすみなん処】を企画・運営する
酒井　峰子さん


